
 

1 

 

令和７年度 第１回総会 議事録 

 

日時：令和７年（２０２５年）５月１５日（木） １４：００ ～１５：００ 

開催場所：船橋商工会議所 ６０２会議室 

出席者：２１名 

 

議事要旨：                      

１． 開会（椎名部会長） 

 

２． 嘉規会長挨拶 

令和６年度は、デンマーク・オーデンセ市と姉妹都市提携３５周年、中国・西安市と

友好都市提携３０周年の記念すべき節目の年であり、協会を代表して、私と小田原副会

長が船橋市姉妹・友好都市周年事業実行委員会に参加した。他の関係団体の皆様ととも

に、数多くの周年事業を実施することができた。その一環として、私自身、初めてオー

デンセ市へ訪問し、現地で大いに歓待していただき、改めて姉妹都市交流の大切さ、歴

史の重みを感じることができた。 

 

また、船橋市国際交流協会といたしましても、滞りなく計画した事業を実施すること

ができた。令和６年度の主な活動につきましては、議事の中でも説明するが、私の方か

らも簡単に申し上げたい。 

 

大きなイベントとしては、船橋市姉妹・友好都市周年事業実行委員会とともに、１１

月１６日に船橋港親水公園で「インターナショナルフェスティバルｉｎフナテラス」を

開催した。インターナショナルフェスティバル実行委員会から、多くのボランティアに

ご参加いただき当日のステージ、フリーマーケット、スタンプラリーなどで活躍してい

ただき、約２，３００名の来場者を迎える事ができた。 

 

また、コロナ禍以前に行われていた、外国人と日本人が交流する事業である料理教室

を久しぶりに再開することができたほか、令和５年度に引き続きバスセミナーを実施し

た。外国人と日本人が同じバスに乗って、各地を巡り、楽しく交流するなど、日常では

なかなか味わえない体験をし、思い出深い１日を過ごすことができた。 

 

さて今年度は、昨年度最小催行人数に満たなかったため、実施を見送ったヘイワード

市にある、カリフォルニア州立大学イーストベイ校付属の英語学校への高校生海外研修

派遣事業をぜひ実施したいと考えている。ほかにはないオリジナルのプログラムを用意

しており、協会の未来を担う市内の高校生の方々にぜひ貴重な経験をしていただきたい。 

 

船橋市の外国人住民は増加を続けており、令和７年４月１日現在２４，４３４人とな

っており、この１年間で２，５００人以上増えた。 
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船橋市に暮らす外国人住民の皆さんが１日も早く地域社会に溶け込んで生活できる

よう、協会はこれからも支援を行っていくので、引き続き、皆様のお力添えをいただき

ますようお願いしたい。 

 

３． 来賓挨拶（船橋市長 松戸 徹 様） 

 

国際交流協会の総会ということで、こうして皆様お集りのなかで開催していただけるこ

と市としても大変心強く思っている。 

 

先ほど嘉規会長からお話をいただいたが、昨年度の船橋市の国際交流の面で、姉妹都市と

してはオーデンセと３５周年、西安とは友好都市として３０周年という周年の年にあたり、

嘉規会長、小田原副会長を含め、色々な形でご支援をしていただいた。特に両市とも私ども

が直接話をさせてもらったが、継続的に交流を深くやっている意義というものをお互い確

認することができ、市としても次の子どもたちの代にしっかりと引き継ぐために続けてい

きたいと思っている。 

 

そして、協会の皆様には日本語教室や国際理解セミナーなどいろいろな事業をやってい

ただいている。 

 

先ほど嘉規会長から人口の３％というお話があったが、実はずっと増え続けていて、間も

なく４％になる。１００人に４人が外国の方ということになるが、私どもとしてはよき隣人

として船橋市に対して好印象を持っていただき、国に帰って「日本はどうだったか」と聞か

れたときに、「やさしくて、いいところだった」と言ってもらえるようにすることが、今の

子どもたちが今後海外に行って活動するときに、背中を押す大きな力になると思う。新年度

また事業していただくが、いろいろな形で国際交流の事業の推進のためにお力添えをいた

だければと思っている。 

 

私が昨年１０年ぶりに２か所に行って感じたことは、子どもたちに対しての教育の仕方

であった。日本はどちらかと言えば保護者に対する支援がマスコミを含めて取り上げられ

ているが、西安市もオーデンセ市も共に、子どもたちと直接活動ができる、また生きる力を

蓄えるためにいろいろな経験をさせることに投資していて、これは船橋市としてもそうい

った観点で今の子どもたちにとっても必要があると改めて感じた。今後の街づくりのなか

でも活かしていきたいと思う。 

 

皆様にはいろいろな形でお世話になるが、今後の国際交流のためにお力添えをいただく

ことと、国際交流協会の益々のご発展をご祈念申し上げ、ご挨拶とさせていただく。 

 

最後になるが、これからもよろしくお願いします。 

 

４．議長選出 規約第８条により、小田原副会長が、出席者の承認を得て就任。 
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５．審議事項 

（１）議長から第１号・第２号議案の一括審議を出席者に諮ったところ、承認されたの

で、第１号・第２号議案を一括して説明した。 

 

① 第１号議案 令和６年度事業報告について 

（資料に基づき片桐事務局長が説明） 

② 第２号議案 令和６年度決算報告について 

（資料に基づき片桐事務局長が説明） 

③ 監査報告 

 （相川監事より、４月１１日に小原監事とともに監査を行い、適切に処理されてい

たことを確認した旨報告） 

 

 【採決結果】 

第１号・第２号議案について、事前に会員から受けた質問は無く、挙手による採決

を行った結果、賛成多数にて、第１号・第２号議案は承認された。 

 

（２）議長から第３号・第４号議案の一括審議を出席者に諮ったところ、承認されたの

で、第３号・第４号議案を一括して説明した。 

①第３号議案 令和７年度事業計画（案）について 

（資料に基づき片桐事務局長が説明） 

②第４号議案 令和７年度収支予算（案）について 

（資料に基づき片桐事務局長が説明） 

 

【採決結果】 

第３号議案について、事前に質問を行った会員から再質問・意見等は無く、挙手に

よる採決を行った結果、賛成多数にて、第３号・第４号議案は承認された。 

 

６．報告事項 

令和７年２月４日及び４月８日に開催された運営会議において、任期満了前に退任さ

れる理事及びその後任について、協会規約第７条第２項に基づき、２名を選出したこと

を報告した。 

 

●事務連絡 

市国際交流課長から職員紹介（令和７年４月人事異動） 

 

７．閉会（椎名部会長） 


